
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
ロ
シ
ア
侵
略

に
乗
じ
て
自
民
党
な
ど
は
「
９
条

無
力
論
」
「
核
共
有
」
な
ど
を
喧

伝
し
て
い
る
な
か
で
、
集
会
に
は
、

「
侵
略
は
許
せ
な
い
、
ロ
シ
ア
は

直
ち
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
撤
退
せ

よ
」
「
憲
法
改
悪
反
対
」
の
声
が

結
集
し
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
あ
と
、
日
本
共

産
党
、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党
か

ら
挨
拶
が
あ
り
、
志
位
共
産
党
委

員
長
は
「
い
ま
大
事
な
こ
と
は

『
ロ
シ
ア
は
侵
略
や
め
ろ
』
『
国

連
憲
章
守
れ
』
の
一
点
で
全
世
界

が
団
結
す
る
こ
と
」
「
日
本
が
や

る
べ
き
こ
と
は
『
敵
基
地
攻
撃
』

と
い
う
物
騒
な
話
じ
ゃ
な
い
」

「
世
界
が
誇
る
憲
法
９
条
を
守
り
、

生
か
そ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
江
京
子
東
部
法
律

事
務
所
所
長
（
改
憲
問
題
対
策
法

律
家
６
団
体
連
絡
会
事
務
局
長
）

が
「
憲
法
９
条
は
戦
後
最
大
の
危

機
を
迎
え
て
い
る
」
「
し
か
し
、

市
民
の
尊
い
犠
牲
の
う
え
に
、
戦

争
の
惨
禍
を
起
こ
さ
せ
な
い
と
誓

い
、
日
本
国
憲
法
を
定
め
た
。
こ

の
決
意
を
捨
て
て
よ
い
わ
け
が
な

い
」
と
力
強
く
ス
ピ
ー
チ
。
市
民

連
合
の
中
野
晃
一
さ
ん
が
「
９
条

を
な
く
せ
ば
抑
止
力
に
頼
る
し
か

な
く
、
無
限
の
軍
拡
に
つ
な
が
る
。

９
条
を
守
る
こ
と
が
安
全
保
障
に

つ
な
が
る
」
と
強
い
決
意
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

憲
法
集
会
に
先
立
ち
江
東
市
民

連
合
は
門
前
仲
町
で
「
憲
法
改
悪

を
許
さ
な
い
全
国
署
名
」
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
使
わ
ず
肉
声
で
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
反
対
、
即
時
停
戦

を
求
め
る
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

広
島
市
か
ら
観
光
に
来
て
い
た

ご
夫
妻
が
「
核
兵
器
が
心
配
」
と

署
名
。
10
人
参
加
、
７
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
が
終
わ
っ
た
ら
、
梅

雨
時
の
よ
う
な
空
模
様

が
続
い
て
、
初
夏
と
は

思
え
な
い
日
々
で
し
た

▼
３
年
目
の
コ
ロ
ナ
禍
は
、
感
染

減
少
傾
向
と
は
い
え
、
東
京
で
は

「
ま
ん
防
」
解
除
後
２
か
月
の
５

月
第
２
週
に
は
、
前
週
の
１
４
０

％
・
２
万
９
千
人
の
新
規
感
染
者

で
、
マ
ス
ク
な
し
で
は
外
出
も
出

来
ま
せ
ん
▼
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、

米
国
や
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
軍
事
支
援
に

よ
る
反
撃
で
、
停
戦
交
渉
は
中
断

で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
申
請
も
あ

り
、
戦
争
は
長
引
き
犠
牲
が
増
え

る
一
方
で
す
。
米
国
の
大
学
教
授

は
、
核
戦
争
に
よ
る
人
類
の
滅
亡

を
予
測
す
る
「
終
末
時
計
」
が
百

秒
前
を
示
し
て
い
る
と
憂
慮
し
ま

す
。
60
か
国
が
批
准
し
80
か
国
が

署
名
し
た
核
兵
器
禁
止
条
約
が
希

望
で
す
▼
ロ
シ
ア
の
侵
略
は
「
戦

争
す
る
国
」
づ
く
り
を
め
ざ
す
日

本
の
政
権
の
大
軍
拡
と
９
条
改
悪

の
策
動
に
拍
車
を
か
け
、
更
に
、

食
料
・
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸

入
依
存
に
打
撃
と
な
り
、
物
価
が

高
騰
し
ま
し
た
▼
国
連
憲
章
や
国

際
法
と
と
も
に
「
自
衛
」
を
口
実

に
す
る
戦
争
を
放
棄
し
て
、
集
団

的
安
全
保
障
の
日
本
の
平
和
憲
法

は
世
界
の
規
範
と
な
る
で
し
ょ
う
。

国
民
に
と
っ
て
も
命
と
暮
ら
し
を

守
る
最
強
の
砦
と
な
り
ま
す
。
戦

争
か
平
和
か
を
大
争
点
と
す
べ
き

参
議
院
選
挙
の
公
示
ま
で
１
か
月

を
切
り
ま
し
た
。
江
東
区
の
大
運

動
実
行
委
員
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
し
て
い
た
団
地
署
名
活
動
を

再
開
。
大
島
４
丁
目
団
地
で
１
１

９
筆
の
９
条
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

共
産
党
江
東
区
議
団
は
４
月

26
日
夜
、
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
区
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
し

た
。赤

羽
目
議
員
は
、
第
１
回
定

例
区
議
会
の
本
会
議
代
表
質
問

で
取
り
上
げ
た
①
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
②
今
年

度
予
算
と
く
ら
し
を
守
る
施
策

の
拡
充
③
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
報
告
。
そ
の
中
で
、
本
会
議

質
問
で
求
め
た
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
巡
回
接
種
や
駅
直
結
の
接

種
会
場
の
設
置
が
実
現
し
た
こ

と
や
、
国
保
料
の
値
上
げ
問
題

に
つ
い
て
の
論
戦
の
様
子
、
江

東
区
の
今
後
20
年
間
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
と
な
る
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
問
題
点
等

に
つ
い
て
詳
し
く
お
話
し
ま
し

た
。

正
保
議
員
は
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
増
設
と
児
童
館
廃

止
問
題
や
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

求
め
て
き
た
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
全
戸
配
布
の
実
現
な
ど
防

災
対
策
に
つ
い
て
、
大
つ
き
議

員
は
、
地
下
鉄
８
号
線
延
伸
の

ま
ち
づ
く
り
、
議
会
改
革
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。
あ
ぜ
上

都
議
も
参
加
し
都
政
報
告
を
兼

ね
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

会
場
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
拡
充

し
て
欲
し
い
」
「
国
保
料
が
高

す
ぎ
る
」
「
水
害
対
策
の
充
実

を
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
質
問

や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

共
産
党
区
議
団
は
、
５
月
28

日
（
土
）
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
夜
６
時
30
分
よ
り
「
江
東

区
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
考
え
る
」
学
習
会
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
江
東
区
議
団

区
政
報
告
会
を
開
催

五
月
晴
れ
の
も
と
、
３
年
ぶ
り
に
「
改
憲
発
議
許
さ
な
い
！
守

ろ
う
平
和
と
い
の
ち
と
く
ら
し
２
０
２
２
憲
法
集
会
」
が
有
明
防

災
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。
全
体
で
１
万
５
千
人
、
江
東
区
か
ら

約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集
会
後
、
豊
洲
ま
で
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。

江
東
市
民
連
合

門
前
仲
町
で
宣
伝
署
名

平
日
に
も
関
わ
ら
ず
、

各
団
体
か
ら
約
３
０
０
人

が
参
加
。
こ
の
日
は
東
陽

町
、
門
前
仲
町
を
経
て
日

比
谷
公
園
ま
で
行
進
し
ま

し
た
。

出
発
集
会
で
世
界
大
会

の
高
草
木
博
共
同
代
表
は
、

プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
糾
弾
し
、

「
核
兵
器
の
使
用
は
絶
対

に
許
さ
ず
、
日
本
政
府
は

非
核
と
９
条
を
守
り
、
核

兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
せ

よ
と
い
う
市
民
の
声
を
高

め
、
世
界
の
運
動
と
連
帯

し
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し

た
。参

加
者
の
リ
レ
ー
ト
ー

ク
で
は
、
東
京
高
校
生
平

和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
田
原
ち

ひ
ろ
さ
ん
、
Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
！

Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
！
Ｚ
ｅ
ｒ
ｏ
実

行
委
員
会
の
山
内
理
恵
さ

ん
の
若
者
２
人
が
活
動
の

紹
介
や
決
意
を
表
明
し
ま

し
た
。

今
年
は
被
爆
77
年
。
８
月
の
原
水
爆
禁
止
２
０
２

２
年
世
界
大
会
へ
向
け
、
国
民
平
和
行
進
の
東
京
→

広
島
コ
ー
ス
が
５
月
６
日
、
江
東
区
夢
の
島
の
第
五

福
竜
丸
展
示
館
前
か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
、
江

東
区
か
ら
地
域
労
組
こ
う

と
う
、
機
関
紙
印
刷
労
組

な
ど
７
団
体
が
参
加
。



「
平
和
の
原
点
い
ま
こ
そ
、
９

条
改
憲
ノ
ー
、
核
兵
器
廃
絶
を
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
気
候
正
義
、

持
続
可
能
な
社
会
」
の
目
標
を

掲
げ
た
大
会
は
、
は
じ
め
に
こ

の
２
年
間
で
３
人
の
故
人
を
悼

む
黙
祷
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

議
案
提
案
で
木
村
登
美
江
事

務
局
長
は
「
前
大
会
か
ら
２
年
、

コ
ロ
ナ
禍
で
つ
ど
い
・
学
習
会
・

体
験
会
を
自
粛
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
の
中
で
、
支
部
は
集
ま

ら
な
く
て
も
で
き
る
行
動
を
考

え
、
ネ
ッ
ト
や
ラ
イ
ン
で
つ
な

が
る
工
夫
な
ど
し
て
き
た
」
と

し
て
、
多
彩
な
活
動
の
実
績
を

報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
戦
争

す
る
国
」
づ
く
り
を
中
止
さ
せ
、

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
の
政

府
の
参
加
を
、
な
ど
主
な
７
項

目
を
提
案
し
、
討
論
に
移
り
ま

し
た
。

「
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
る
多
彩
な
文
化
ス
ポ
ー
ツ
要

求
で
、『
吹
き
矢
』
の
小
組
を
コ

ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
た
が
再

開
し
た
喜
び
と
苦
労
の
体
験
」

「
自
作
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
持
っ

て
、
毎
週
月
曜
日
の
夕
方
、
ア

リ
オ
前
で
平
和
を
守
れ
の
宣
伝

行
動
に
参
加
」「『
お
し
ゃ
べ
り

タ
イ
ム
』
で
班
会
を
楽
し
く
す

る
工
夫
」
な
ど
の
発
言
が
続
き

ま
し
た
。

さ
ら
に
「
結
婚
、
出
産
の
経

験
を
経
て
か
ら
こ
の
会
に
入
っ

た
経
緯
」「
中
学
生
の
子
ど
も
が

校
則
を
よ
り
よ
く
変
え
る
た
め

に
奮
闘
し
て
い
る
姿
を
見
て
、

私
も
社
会
の
力
に
な
る
た
め
、

会
の
運
動
に
協
力
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
」「
コ
ロ
ナ
禍

で
の
オ
リ
パ
ラ
強
制
観
戦
の
中

止
を
求
め
る
『
オ
ン
ラ
イ
ン
署

名
』
を
立
ち
上
げ
、
８
万
７
千

筆
を
集
め
た
経
験
」
な
ど
若
い

会
員
か
ら
の
発
言
も
目
立
ち
ま

し
た
。

大
会
は
全
議
案
を
全
会
一
致

で
承
認
し
、
役
員
三
役
に
は
、

新
支
部
長
に
加
藤
恵
美
子
さ
ん
、

副
支
部
長
に
石
倉
清
美
さ
ん
・

石
井
か
お
る
さ
ん
、
事
務
局
長

に
木
村
登
美
枝
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

「
軍
事
費
を
削
り
、
暮
ら
し

や
営
業
の
支
援
に
ま
わ
せ
」「
消

費
税
を
５
％
に
減
税
し
、
命
と

暮
ら
し
、
営
業
を
守
ろ
う
」
と

赤
羽
目
新
児
民
商
事
務
局
長
、

豊
田
文
男
会
長
が
交
代
で
訴
え

ま
し
た
。

豊
田
会
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が

続
く
な
か
物
価
上
昇
が
止
ま
ら

ず
、
仕
入
れ
値
は
過
去
最
高
で

中
小
業
者
や
多
く
の
消
費
者
に

重
く
負
担
が
の
し
か
か
っ
て
い

る
こ
と
を
指
摘
。

世
界
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

の
経
済
対
策
で
世
界
83
カ
国
・

地
域
で
減
税
に
踏
み
出
し
て
い

る
状
況
を
紹
介
し
「
今
こ
そ
コ

ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
に
苦
し
む

国
民
、
中
小
業
者
の
く
ら
し
と

経
済
を
成
り
立
た
せ
る
暖
か
い

政
策
が
必
要
で
す
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

さ
ら
に
「
過
去
最
高
額
の
軍

事
費
を
削
り
、
暮
ら
し
や
営
業

の
支
援
に
ま
わ
せ
の
声
を
一
緒

に
上
げ
よ
う
。
税
金
の
集
め
方
、

使
い
方
を
改
め
る
チ
ャ
ン
ス
は
、

参
院
選
挙
だ
。
減
税
を
掲
げ
る

政
党
を
国
会
に
押
し
上
げ
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
映
画
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症

が
私
た
ち
の
生

活
を
一
変
さ
せ

た
２
０
２
０
年

初
夏
か
ら
２
０

２
１
年
３
月
ま

で
の
約
10
か
月

間
を
、
公
衆
衛

生
の
最
前
線
で

あ
る
保
健
所
に

カ
メ
ラ
を
据
え
、

感
染
拡
大
防
止

に
当
た
る
保
健

師
や
他
の
保
健

所
職
員
た
ち
の
奮
闘
と
葛

藤
、
苦
悩
を
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
で
描
く
中
で
、
保

健
所
の
役
割
と
今
日
的
課

題
を
見
て
い
き
ま
す
。

監
督
は
宮
崎
信
恵
（
江

東
区
在
住
）
。
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亀戸は、1889(明治22)年の町村制の前、

今の１・２丁目は柳島村でした。竪川沿
やなぎしま たてかわ

いは本所区瓦町・五ノ橋町・松代町、亀
かわらちょう ま つ し ろ

戸天神付近は本所区亀戸町で、これらが

南葛飾郡亀戸村に合併され、1900(明治33)

年に亀戸町になりました。

江東区で唯一の国電（JR）亀戸駅は、

1904(明治37)年3月、総武線開通ととも

に開業。４月には東武線が乗り入れまし

た。駅周辺は繁華街となり、工業地帯の

中心として、労働基準監督署、職安、勤

労福祉会館と労政事務所などがあります。

亀戸６丁目。服部時計店の工場・精工

舎は1892(明治25)年に墨田区太平町で創
たいへいちょう

業。その腕時計などの部門の第二精工舎

が、1939(昭和14)年に６丁目に移転。そ

の後、工場が移転した跡地は商業施設＝

サンストリート＝に変わり、現在はカメ

イドクロック。その西隣りの緑道は、都

電の線路が撤去された跡で、桜並木の名

所となりました。

亀戸１丁目。第三亀戸中学校の辺りは
あた

1914(大正3)年の地図では「オイテケ堀」

でした。本所七不思議のひとつで、魚を

置いていかないと祟りがあるといいます。
た た

亀戸２丁目。1624(寛永元)年から1767

(明和4)年まで銭座があり銅銭を造って
ぜ に ざ

いました。そのあとに日清紡績の工場が

つくられました。今は亀戸二丁目団地に

なっています。傍の大横川辺に銭座跡と

日清紡績創業地の石碑があります。

亀戸５丁目。1923年9月の関東大震災

で救援活動をしていた南葛労働会の

河合義虎ら10人が、15番地の亀戸警察に
か わ い よ し と ら

検束され、４日未明に習志野連隊の兵士

に殺害されました。この亀戸事件犠牲者

慰霊碑が４丁目の浄心寺にあります。
じ ょ う し ん じ

６丁目の自性院には江東区最古の
じ し ょ う い ん

宝匡印石塔があり、竪川の五の橋の付近
ほうきょういんせきとう

には浮世絵師の歌川国貞（のち三代目歌
う たがわ くに さだ

川豊国）が住んでいました。
と よ く に

亀
戸
二
丁
目
団
地
の
横
、

横
十
間
川
の
近
く
の
「
亀
戸

銭
座
跡
」
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

新
日
本
婦
人
の
会
江
東
支
部
の
第
37
回
大
会
が
５
月
15
日
、

江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
昨
年
の
大
会
以
降
２
年
間
の
と
り
く
み
の
状
況
が
参
加

し
た
代
議
員
か
ら
活
発
で
リ
ア
ル
な
発
言
が
出
さ
れ
、
確
信

と
勇
気
を
醸
し
だ
す
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

消
費
税
廃
止
江
東
各
界
連
絡
会
は
４
月
25
日
、
亀

戸
駅
北
口
で
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
宣
伝

行
動
に
は
、
江
東
民
主
商
工
会
、
東
京
土
建
江
東
支

部
、
新
婦
人
な
ど
25
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

☆

行
事
日
程

☆

○
６
月
５
日
（
日
）
11
時
～
12
時

◆
宣
伝
署
名
行
動

江
東
市
民
連
合

（
亀
戸
駅
北
口
）

○
６
月
６
日
（
月
）
（
詳
細
は
別
項
）

◆
「
終
わ
り
の
見
え
な
い
闘
い
」
上
映
会

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
）

○
６
月
９
日
（
木
）
18
時
30
分
～

◆
高
校
入
試
の
英
語
問
題

学
習
会

講
師

吉
岡
潤
子
氏
（
新
英
語
教
育
研
究
会
）

（
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ
）

○
６
月
18
日
（
土
）
10
時
30
分
～

◆
年
金
者
組
合
江
東
支
部
総
会

（
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
６
Ｆ
）

○
６
月
23
日
（
木
）
①
10
時
30
分
～

②
13
時
30
分
～

◆
「
わ
れ
弱
け
れ
ば
ー
矢
嶋
楫
子
伝
」

上
映
会

（
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
）

（
前
売
り
券
１
２
０
０
円
）

新型コロナウイルス感染症と保健所


